
庄内教育事務所ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

社会教育課長 大川岳二 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育に携わるいろんな方々とそんな話を繰り返しながら、人と人が直接関わることの大切さを忘れずに、状況に

応じてできることを焦らず無理せず一つずつ積み上げてきました。そんな中で、リモートによる事業開催等の新たな手段

を得たことで、場面に応じて効果的に事業や業務を行う選択肢が増えました。様々な感染防止対策を実践する中で、今

までよりも危機管理意識が高まり、体制作りが丁寧にできるようになりました。そのおかげで、新型コロナウイルス感染

拡大が始まったほんの１～２年前は、いろんなものが「中止」になっていたのが、様々な形態での事業開催を選択できる

ようになってきました。だからこそ今、冒頭のようなことも考えられるようになったのです。これは、この状況下においての進

歩だと思っています。 

今の優先順位は「新型コロナウイルス感染拡大をみんなの工夫と協力で最小限に食い止める」こと。その上で「歩み

を止めない」ことです。今年度の「歩み続けよう 活力ある地域へ」という社会教育課のスローガンのもと、たくさんの

方々のご理解とご協力を得ながら、庄内の社会教育・社会体育の推進、生涯学習の振興につなげることができたこと

に、深く感謝申し上げます。 

新年度からは、３年目となる県の６教振後期計画を受け、「みんなでつなげる みんながつながる ～笑顔あふれる地

域づくり～」を新たなスローガンとし、“共に一歩前へ”の姿勢で皆様と歩んでいきたいと、思いを強めています。 

令和３年度 社会教育・社会体育に関する表彰等一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内地区広域スポーツセンター 

２月１２日（土）、令和３年度庄内地区広域スポーツセンタークラブ指導者スキルアップセミナーが行われました。今年

度の研修テーマは「『どうする？クラブのこれから』～部活動の地域移行先行事例から学ぶ＆実技研修～」です。当初、

参集型の研修会を予定していましたが、コロナ禍のため、オンラインによる開催に変更 

して実施し、２９名の参加がありました。 

【第１部】講演  演題：「『融合型部活動への取組み』 軌跡・現在・将来像」 
講師：新潟県村上市 ＮＰＯ法人希楽々 渡邊 優子 理事長 

□平成２４年から既存の部活動にはない女子バスケットボール部について、 

「新しいカタチの部活動（部活動に準ずる活動）」として活動を開始。 

□融合型部活動とは「学校が関与する地域の活動」のこと。 

□現在はバスケットボールに加え、軟式野球、ソフトテニスも融合型部活動として活動している。 

□融合型部活動運営協議会を設置し、学校、地域、保護者、教育委員会が連携して課題や指導に関する支援等を検

討している。 

□種目別ワークショップが効果的であり、新たな企画を考えるには妄想も大切。 

部活動の中心にいるのは生徒で、生徒の目標を応援したい思いが根底にあり、スポーツを楽しく安心してできる

よう地域のスポーツ環境や体制を整えていこうとする熱意と実践力を感じた講演内容でした。 

 

【第２部】実技研修  実技：「シャフルボード」  
講師：くしびきスポーツクラブ 平藤 博巳 会長 

□４枚のディスクを向かいの得点エリアにキューを使って打ち出す競技。 

☐ディスクが完全に得点エリアに入っているとその数が得点となる。 

☐ラインに触れているディスクは無得点となり、マイナス１０点のエリアもある。 

競技はくしびきＳＣ対庄内教育事務所チームで 8 フレーム行いました。フレームごとにディスクの位置を配信し、得

点の計算方法について丁寧に説明いただきました。様々な年代の方ができる競技なので、今後のクラブ活動に生

かしていただけたらと思います。今回は７１対３７でくしびきＳＣの圧勝でした。（担当：大谷） 

 

次世代の地域づくり中核人材育成事業 

 
6 月から朝日地域高校生ボランティアサークルかだんこの会と進めてきた「かだんこの会の挑戦」プロジェクトの振り

返りを行いました。2 月 18日（金）、かだんこの会の高校生、青年ファシリテーター、事務局をそれぞれオンラインでつな

ぎ、ワークショップを実施しました。ワークショップでは、今年 1年の活動を終えて、「できたこと（やれたこと）」「できなか

ったこと（やれなかったこと）」をグループでシェアし、感じること、思うこと、考えられることを語り合いました。自分たちの

地域を元気にしたいという高校生の思い、その思いを実現するために一歩踏み出す行動力が、この 1年のプログラムを

通して確実にパワーアップしているのが伝わってきました。自分の

考えをしっかりと持ちながらも柔軟性のある姿は、本当に頼もし

い限りです。また今年度かだんこの会の高校生が作成した朝日

PR動画も披露しました。動画は今後かだんこの会のＩｎｓｔａｇｒａｍ

にアップロード予定ですので、どうぞご覧ください。 

今後、地域活動を展開していく１人としてのスタート地点に立っ

たかだんこの会の高校生の皆さん。これからの活躍を期待してい

ますし、「挑戦」も楽しみにしています。（担当：岸田） 

 

 

 

 

 
 

令和３年度 ３月号（最終号） 

庄内教育事務所 社会教育課 

お問い合わせ先 TEL：0235-68-1983 

FAX：0235-66-3015 

【東北地区社会教育委員連絡協議会表彰】  

   清野 美智夫 氏（鶴岡市） 

【優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰】 

   遊佐町立遊佐中学校 ＰＴＡ   （遊佐町） 

〇生涯スポーツ関係 

【東北地区スポーツ推進委員協議会 功労者表彰】 

阿部   勝 氏（鶴岡市）   

佐藤 清志 氏（酒田市）   

阿部 奈緒輝 氏（遊佐町）  

〇スポーツ少年団関係 

【日本スポーツ少年団顕彰 指導者表彰】 

工藤 海蔵 氏（酒田市）   

白旗   学 氏（鶴岡市） 

→社会教育情報 

社会教育事業に関する詳しい情報

を掲載しています。 

庄内教育事務所 

 マスクをしない方が、お互いの表情がわかって、より親近感をもって関係をつくることができる。直に顔を合わせ、

ひざを突き合わせて会議や研修ができれば、内容も仲間意識も深まり、ネットワークがより広がる。仕事仲間や様々

な事業で関わっていただいた方々と懇親の場が設けられれば、もっと深いところで通じ合い、安心してつながること

ができる。今、このような関わり方でも通じ合えていると感じるのは、今までのコミュニティの財産があるからであっ

て、今後これがずっと続いたら、地域づくりや人と人とのコミュニケーションにじわじわと影響が出てくるだろう・・・。 


